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いただいたご意見は，内容が近い意見で分類し整理している。



1. 「調布市道路網計画」の改定に向けた検討
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「調布市道路網計画」の改定に向けた検討

「調布市道路網計画(平成28年3月策定)(以下，「道路網計画」という。）」は，計画の策定から約9年が経
過し，最新の社会経済状況や，市を取り巻く状況等の変化に対応した計画とするため，改定に向けて検討を
進めている。
計画の改定に当たっては，「計画検討」，「技術検討」，「市民参加」を並行して実施しながら検討を進めてお
り，本資料では令和7年6月までに実施した市民参加について報告する。

令和6年 1２月公表

令和７年 ８月公表



2. 市民参加の開催結果[STEP1]
（令和６年１０月～１１月，令和７年２月実施）
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２ー１．みちの井戸端会議（オープンハウス）

(令和６年１０月～１１月実施)
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①実施概要

みちの井戸端会議の会場

実施概要

目的 ①検討の進め方などに関してご意見を伺う
②市民が日頃利用する道路に対して感じていること，疑問やご意見を把握する

実施時期 令和６年１０月２４日（木）～令和６年１１月２３日（土）

実施場所 幅広い世代の方が集まる場所を設定（①地域福祉センター,②駅前広場,③商業施設等）

展示した
説明パネルの内容

①道路網計画の概要，改定の主旨
②伺いたい内容（日頃利用する道路に対して感じていること，検討の進め方など）
③意見の活用方法
④事業現況図

※みちの井戸端会議とは，説明パネルを展示し，市職員が
対面形式で市民の皆さまのご意見等をお聴きする場。
時間内であれば，自由に出入り可能。

駅前広場で開催した時の様子

地域福祉センター（６箇所）

駅前広場（９箇所）

商業施設等（６箇所）

【
開催の様子の写真は以降のページ含めて、
8/5
（顔のぼかし処理もしています）



②開催結果ー来場者数及び意見者数ー

施設 実施日 実施時間帯 来場者数

地域
福祉
セン
ター

染地 10/24(木) 11:00～14:00 11人

深大寺 10/25(金) 14:00～17:00 14人

調布ケ丘 10/30(水) 11:00～14:00 11人

富士見 10/30(水) 11:00～14:00 13人

入間 10/31(木) 11:00～14:00 9人

緑ケ丘 11/5(火) 11:00～14:00 23人

駅前
広場

調布駅 10/30(水) 17:00～20:00 88人

11/16(土) 15:00～18:00 93人

つつじヶ丘駅 11/22(金) 17:00～20:00 70人

11/23(土・祝) 15:00～18:00 89人

仙川駅 11/5(火) 17:00～20:00 105人

10/26(土) 14:00～17:00 66人

布田駅 10/31(木) 17:00～20:00 48人

国領駅 10/25(金) 17:00～20:00 96人

11/23(土・祝) 15:00～18:00 20人

柴崎駅 10/24(木) 17:00～20:00 33人

飛田給駅 11/6(水) 17:00～20:00 33人

西調布駅 11/14(木) 17:00～20:00 32人

京王多摩川駅 11/13(水) 17:00～20:00 51人
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施設 実施日 実施時間帯 来場者数

商業
施設等

ブランチ調布 11/9（土） 10:00～13:00 20人

深大寺 11/9（土） 10:00～13:00 16人

イトーヨーカドー
国領店

11/9（土） 15:00～18:00 24人

トップ深大寺店 11/9（土） 15:00～18:00 30人

キテラタウン調布 11/23(土・祝) 10:00～13:00 34人

オザム
調布多摩川店

11/23(土・祝) 10:00～13:00 16人

合計 1,045人

 21会場で計25回のオープンハウスを実施し，来場者数は1,045人，意見者数は590人で
あった。

みちの井戸端会議（オープンハウス）の来場者数

●STEP1におけるオープンハウスの意見者数

• 現地での意見者数：566人
• Webによる意見者数：24人 ⇒総数：590人

●意見者の年齢・性別 ※四捨五入の関係で合計値が100％とならない場合がある

←
なっています
＞＞
端数処理の注釈を追記しま
した。同様に
しています。
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(件)

自転車を安全に利用できるようにしてほしい

自動車を安心して運転できるようにしてほしい

個別具体の箇所の安全に関する意見など

安
全
性

定
時
性

防
災
性

住
環
境

そ
の
他

ア
ク
セ
ス
性

遅れることなく目的地に到着したい

バスが時間通りに運行できるようにしてほしい

市内の拠点（駅やスーパー等）へアクセスしやすくしてほしい

広域の移動をしやすくしてほしい

個別具体の箇所のアクセス性に関する意見など

消防車や救急車が通行できる道路にしてほしい

居住環境（落ち着いて生活ができる等）の影響も考慮してほしい

自然を残してほしい

賑わいのある街にしてほしい

実現性のある道路計画にしてほしい

道路網計画や都市計画道路の進捗に関するもの

道路以外の空間整備に関するもの

個別具体の箇所の質問・整備要望など

バス路線を利用しやすくしてほしい

個別具体の住環境に関する意見など

ベンチ等があり居心地よい道路空間にしてほしい

個別具体の箇所の防災性に関する意見など

路上に停車している車があっても，気にすることなく通行できるよう
にしてほしい

歩道を安全に，快適に歩けるようにしてほしい

 安全性に対する意見が最も多く，その中でも，歩道を安全に，快適に歩けるようにしてほしい
との意見が多かった。

【設問】日ごろ道路を利用する際に，何か問題や心配なこと，改善してほしいことなどはありますか

③いただいた主なご意見

各分野の
意見詳細



 安全性と住環境に関する意見が多かった。

【設問】道路について，10年前から変わったと感じることはありますか。

9

自転車を安全に利用できるようになった

道路が狭いままの箇所がある

安
全
性

住
環
境

そ
の
他

ア
ク
セ
ス
性

広域の移動をしやすくなった

個別具体の箇所のアクセス性に関する意見など

景観や道路の排水機能向上等の住環境が変化した

道路や歩道が綺麗になった・広くなった

賑わいのある街になった

個別具体の道路の整備が進んだなど

変化はない

その他

歩道が安全に，快適に歩けるようになった

各分野の
意見詳細

③いただいた主なご意見

(件)

(件)
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 様々な方法で市民参加をしてほしい，情報発信を充実させてほしいなど，市民との関わり方
に関する意見が多かった。

【設問】道路網計画の改定の進め方や市民との関わり方について教えてください。

市
民
と
の
関
わ
り
方

改
定
の
進
め
方

そ
の
他

情報発信を充実させてほしい

様々な方法で市民参加をしてほしい

個別具体の開催案の提案など

歩行者・子供の安全を考えてほしい

市民ニーズを把握して改定を進めてほしい

その他

個別具体の箇所の道路整備に関する要望

その他

③いただいた主なご意見
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 市内の道路を日常的に利用する「主な目的」は，通勤・通学，買い物が多く，「主な移動手段」は
徒歩が最も多く，次いで自転車，自動車が多かった。

 自動車の運転頻度は，ほとんどないが最も多かった。

 みちの井戸端会議開催の情報源は，現地で知った・現地の呼び込みが最も多かった。

●市内の道路を日常的に利用する「主な目的」 ●市内の道路を日常的に利用する「主な移動手段」

基礎情報

●自動車の運転頻度 ●みちの井戸端会議の開催の情報源

③いただいた主なご意見
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２ー２．市民アンケート調査

（令和７年２月実施）
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項目 内容

目的
道路網計画策定時の検討で実施した市民アンケート調査結果（平成２６年度実施）と比較し，市
民意識の変化を把握するため

調査対象
①満１６歳以上の市民から，無作為で３,０００人を選定
②上記に加えて，計画策定時に実施した市民アンケートで，回収率の低かった年齢層（10歳代～
30歳代）に対して追加で６２０人を選定

実施時期 令和７年２月３日(月)～１７日(月)

実施方法 調査票を郵送し，郵送またはＷＥＢで回答

設問構成
①「道路環境」に対する満足度（４段階評価）
②「道路環境」の問題点や懸念，期待（選択肢）
③ 基礎情報（性別，年齢，職業，居住地，目的に応じた交通手段，自動車の運転頻度）

発送数 ３，６２０票

回収数 １，６２９票

回収率 ４５％

市民アンケート調査の実施概要

①実施概要
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＜R6年度調査結果＞ ＜H26年度調査結果＞

12.1%

12.0%

9.3%

4.5%

6.6%

54.1%

53.8%

45.1%

18.6%

34.7%

26.7%

26.8%

35.6%

45.6%

38.6%

7.1%

7.4%

10.1%

31.2%

20.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路は

十分整備されている

(N=1,634)

道路の維持補修は

十分である

(N=1,638)

車が走りやすい空間が

確保されている

(N=1,630)

自転車が走りやすい

空間が確保されている

(N=1,636)

歩行者が歩きやすい

空間が確保されている

(N=1,640)

そう思う まあそう思う あまり思わない 思わない

9.4%

9.7%

7.0%

2.4%

4.5%

48.5%

51.5%

38.6%

11.1%

22.0%

28.9%

29.4%

37.8%

41.1%

40.6%

13.2%

9.3%

16.6%

45.4%

32.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路は

十分整備されている

(N=1,682)

道路の維持補修は

十分である

(N=1,690)

車が走りやすい空間が

確保されている

(N=1,672)

自転車が走りやすい

空間が確保されている

(N=1,687)

歩行者が歩きやすい

空間が確保されている

(N=1,692)

そう思う まあそう思う あまり思わない 思わない

 Ｒ６年度調査結果

・「自転車が走りやすい空間が確保されている」について，あまり思わない，思わないという評価が多かった。

 Ｈ２６年度調査結果との比較

・「道路は十分整備されている」について，そう思う，まあそう思うという評価が増加した。

②回答結果

【設問】日常的に利用している道路や，お住まい周辺の道路整備の状況について，どのように感
じていますか。



 Ｒ６年度調査結果

・全ての項目で，満足している，どちらかといえば満足しているという評価が半数を超えた。

 H26年度調査結果との比較

・防災性，住環境の項目において，満足している，どちらかといえば満足しているという評価が特に増加した。
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6.8%

14.7%

15.0%

16.4%

8.0%

13.4%

49.7%

60.0%

53.6%

57.7%

48.7%

58.8%

34.2%

20.9%

24.6%

21.1%

35.0%

22.3%

9.3%

4.5%

6.9%

4.8%

8.3%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全性

(N=1,638)

定時性

(N=1,638)

アクセス性

(N=1,637)

代替性

(N=1,640)

防災性

(N=1,635)

住環境

(N=1,639)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

＜R6年度調査結果＞

②回答結果

6.5%

11.6%

11.9%

13.1%

4.4%

8.7%

45.5%

58.1%

52.1%

57.0%

37.6%

50.5%

35.9%

24.7%

28.2%

23.8%

43.3%

31.6%

12.0%

5.6%

7.8%

6.1%

14.7%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全性

(N=1,695)

定時性

(N=1,684)

アクセス性

(N=1,690)

代替性

(N=1,681)

防災性

(N=1,683)

住環境

(N=1,691)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

＜H26年度調査結果＞

72.2%

56.5%

59.2%

42.0%
56.7%

74.7%

68.6%

74.1%

64.0%

69.7%

52.0%

70.1%

【設問】普段のくらしの中で，それぞれの道路の役割について，どのように感じていますか。
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②回答結果

【設問】前問で，特に困っている項目を３つまで選んでください。

（N=3,920）

（N=4,592）

＜各項目の内容＞

安全性
①歩道が少ない，または狭い。
【R6年度】②徒歩，自転車などで道路を通行する際に危険な場面がある。【H26年度】②自動車や自転車がスピードを出すので危ない。
③路上に停車している車が通行動線を妨げている。

定時性 ①道路が混むため，バスで時間どおりに移動できない。 ②道路が混むため，車での移動に時間がかかる。

アクセス性 ①道路が狭く，最寄りの駅に行きにくい。 ②道路が狭く，車による移動が不便である。

代替性 ①雨の日などバスを利用したいこともあるが，バス路線が充実していない。 ②目的地までの迂回ルートが十分確保されていない。

防災性 ①火災が発生すると，燃え広がりそうで心配である。 ②道路が狭く，消防車や救急車が通れない。

住環境 ①道路が狭く，居住環境（通風や日照など）が悪い。 ②緑が少なく，うるおいがない。

※安全性②の項目のみR6年度とH26年度で内容が異なる

－４.2% ＋１２．０%

 R6年度調査結果 ・安全性に関する項目が特に多かった。

 H26年度調査結果との比較 ・歩道が少ない，または狭いという意見は減少した。一方で，徒歩，自転
車などで道路を通行する際に危険な場面があるという意見が特に増加した。



 R6年度調査結果

・多くの年代で，満足している，どちらかといえば満足しているという評価が半数を超える。

 H26年度調査結果との比較

・特に40歳代の層（H26年度調査で30歳代の層）の満足度が他の年代と比べて上昇した。
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（赤字は満足・どちらかといえば満足の合計値）

＜R6年度調査結果＞ ＜H26年度調査結果＞

16.2%

10.7%

7.0%

5.1%

4.3%

0.0%

6.3%

6.1%

5.9%

44.1%

54.0%

51.4%

51.7%

44.7%

47.9%

46.0%

47.7%

48.8%

30.9%

28.8%

33.6%

32.9%

43.8%

41.6%

38.6%

36.4%

36.7%

8.8%

6.5%

7.9%

10.3%

7.2%

10.5%

9.1%

9.8%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

(N=68)

20歳代

(N=215)

30歳代

(N=214)

40歳代

(N=234)

50歳代

(N=304)

60歳代

(N=238)

70歳代

(N=176)

80歳以上

(N=132)

全体

(N=1,581)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

6.3%

5.6%

1.3%

3.0%

1.6%

3.1%

2.7%

2.8%

54.2%

42.7%

35.5%

34.7%

38.2%

41.6%

46.2%

40.3%

33.3%

40.3%

45.6%

44.4%

46.7%

42.4%

40.7%

43.1%

6.3%

11.3%

17.5%

17.9%

13.4%

12.8%

10.4%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

(N=48)

20歳代

(N=124)

30歳代

(N=228)

40歳代

(N=329)

50歳代

(N=246)

60歳代

(N=257)

70歳代以上

(N=366)

全体

(N=1,598)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

60.3%

64.7%

58.4%

56.8%

49.0%

47.9%

52.3%

53.8%

54.7%

60.5%

48.3%

36.8%

37.7%

39.8%

44.7%

48.9%

43.1%

②回答結果

【設問】道路整備に対してどのくらい満足していますか。

※R6年度調査とH26年度調査では年齢の項目（H26年度調査のアンケート設問には80代以上の区分がない）が異なる
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②回答結果

 R6年度調査結果

・全ての項目で重要である，やや重要であるという評価が大半であった。

 H26年度調査結果との比較

・防災・減災への対応について，重要であるという評価が増加した。

【設問】これからの道路計画で配慮すべき事項について，どの程度重要だと思いますか。

＜R6年度調査結果＞ ＜H26年度調査結果＞
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②回答結果

 R6年度調査結果

・防災・減災への対応，高齢社会への対応が多かった。

 H26年度調査結果との比較

・防災・減災への対応が最も増加した。

【設問】前問で，特に重要と思う事項を３つまで選択して回答してください。

（N=4,112）

（N=5,428）

＋１０．８%



②回答結果

20

●年代別回答割合

基礎情報

●性別回答割合

（N=1,636）

（N=1,695）

（N=1,636）

（N=1,695）

 R6年度調査結果

・各年代，性別からおおむね偏りなく回答が得られた。

 H26年度調査結果との比較

・特に，20歳代の層の回答割合が増加した。

＋5.7%
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②回答結果

基礎情報

●自動車の運転頻度

●市内の道路を日常的に利用する主な移動手段

（N=2,773）

（N=2,999）

＋４．２%

63.6%

58.7%

 R6年度調査結果

・「市内の道路を日常的に利用する主な移動手段」では，徒歩・自転車が大半を占める。

 H26年度調査結果との比較

・「自動車の運転頻度」は，ほとんどないという回答が増加した。



参考資料
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参考 1-1 みちの井戸端会議の開催状況

23※会場で展示していたパネル内容は右記ＵＲＬに掲載（https://www.city.chofu.lg.jp/documents/13067/panel.pdf）

駅前広場（仙川駅・日中）での実施状況 駅前広場（西調布駅・日没後）での実施状況

地域福祉センターでの実施状況 商業施設での実施状況



参考 1-2 市民アンケート調査 調査票①

24P1 P2



参考 1-2 市民アンケート調査 調査票②

25P3 P4



３．市民参加の開催結果[STEP2]
（令和７年５月～６月実施）

26
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３－１．みちの井戸端会議（オープンハウス）

（令和７年５月～６月実施）

27
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①実施概要

表 STEP2におけるみちの井戸端の会場設定

みちの井戸端会議の会場

実施概要

目的 みちづくりの基本理念，道路網構築の目標や視点について，ご意見を伺う

実施時期 令和7年5月26日（月）～令和7年6月7日（土）

実施場所 ・幅広い世代の方が集まる場所を設定
（①駅前広場,②商業施設等,③京王線地下化後に整備した道路）
・自転車利用者が多いと想定される場所を設定（④ちょうふ多摩川おさんぽロード）

展示した
説明パネルの内容

①道路網計画の概要，改定の主旨
②伺いたい内容（みちづくりの基本理念，道路網構築の目標・視点）
③第1回みちの井戸端会議の意見 ④道路整備に対する満足度の変化 ⑤事業現況図

※みちの井戸端会議とは，説明パネルを展示し，市職員が
対面形式で市民の皆さまのご意見等をお聴きする場。
時間内であれば，自由に出入り可能。

商業施設で開催した時の様子
ちょうふ多摩川おさんぽロード（１箇所）

鉄道駅（５箇所）

商業施設等（４箇所）

京王線地下化後に整備した道路（２箇所）
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 １１会場で計１３回のオープンハウスを実施，来場者数は２６７人，意見者数は１９０人
であった。

みちの井戸端会議（オープンハウス）の来場者数

• 現地でのご意見：182人
• Webによるご意見：8人
⇒総数：190人

●STEP2におけるオープンハウスの意見者数
施設 実施日 実施時間帯 来場者数

駅前広場 つつじヶ丘駅 5/26(月) 17:00～19:00 37人

仙川駅 5/28(水) 17:00～19:00 32人

5/31(土) 10:00～12:00 11人

調布駅 5/31(土) 10:00～12:00 21人

6/3(火) 17:00～19:00 21人

西調布駅 6/2(月) 17:00～19:00 12人

飛田給駅 6/5(木) 17:00～19:00 11人

商業施設等 深大寺 5/27(火) 13:00～15:00 6人

DCM調布店 5/31(土) 14:30～16:30 13人

イトーヨーカ
ドー国領店

6/7(土) 10:00～12:00 9人

キテラタウン調
布店

6/7(土) 10:00～12:00 43人

京王線地下
化後に整備
した道路

てつみち 5/29(木) 13:30～15:30 20人

鉄道敷地跡パー
クレット

6/4(水) 14:00～16:00 31人

多摩川
おさんぽ
ロード

多摩川(多摩川
児童公園自由広
場付近)

5/31(土) 14:30～16:30 荒天中止

合計 267人

●意見者の年齢・性別 ※四捨五入の関係で合計値が100％とならない場合がある

②開催結果ー来場者数及び意見者数ー



70.2%

55.4%

65.2%

29.8%

44.6%

34.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【みちづくりの基本理念】

【道路網構築の目標】

【道路網構築の視点】

気になることがない 気になることがある

30

 各項目とも気になることがない，という意見が大半であった。

【設問】みちづくりの基本理念，道路網構築の目標，道路網構築の視点について，気になる
ことはありますか。

（N=57）

（N=58）

（N=46）

③いただいた主なご意見
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 各項目とも「①快適・便利・安全」に関する意見が多かった。

【設問】みちづくりの基本理念，道路網構築の目標，道路網構築の視点に関するご意見は
ありますか。

<みちづくりの基本理念＞ <道路網構築の視点＞<道路網構築の目標＞

分類 内容 件数

①
歩行者が安全・快適に歩けるようにしてほしい １１
自転車を安全に利用できるようにしてほしい 6
自動車の通行しやすさを向上してほしい 1

② なし ー
③ なし ー
④ 緑を整備・維持してほしい 1

⑤
優先性・必要性の検討してほしい 2
時代変化の対応をしてほしい 1
道路整備に力を入れてほしい ２

合計 24

分類 内容 件数

①

歩行者が安全・快適に歩けるようにしてほしい 1５
自転車を安全に利用できるようにしてほしい 1２
自動車の通行しやすさを向上してほしい ３
その他 ４

② 防災・減災を重視してほしい 2
③ 物流に関しても考慮してほしい ２

④
緑を整備・維持してほしい 1
環境・住環境を重視してほしい 1

⑤ なし ー
合計 40

分類 内容 件数

①

歩行者が安全・快適に歩けるようにしてほしい １０
自転車を安全に利用できるようにしてほしい １０
自動車の通行しやすさを向上してほしい ２
その他 ３

② 災害時の輸送路を考慮してほしい 2
③ なし ー
④ 緑を整備・維持してほしい 3
⑤ 優先性・必要性の検討してほしい 1

合計 31

③いただいた主なご意見



54.7%

40.8%

54.2%

26.6%

12.2%

16.9%

15.6%

30.6%

10.2%

4.1%

3.4%

1.6%

10.2%

1.7%

1.6%

2%

13.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幹線道路

地区内道路（生活道路・狭あい道路）

京王線地下化後に整備した道路

高まった やや高まった 変わらない やや下がった 下がった 分からない

【設問】「幹線道路」，「地区内道路（生活道路・狭あい道路）」，「京王線地下化後に整備
した道路」について，10年前と現在を比較した際に，道路整備に対する満足度は変化
しましたか。

32

 全ての道路種別において，満足度が高まった，やや高まったという意見が半数を超えた。
特に京王線地下化後に整備した道路の満足度が高かった。

道路整備に対する満足度の変化

(N＝64件)

(N=49件)

(N=59件)

③いただいた主なご意見



 京王線地下化後に整備した道路について，全体的に良い空間になった，通行しやすくなっ
たなどの意見があった。

 幹線道路，地区内道路（生活道路・狭あい道路）について，歩行者・自転車の安全性向上
に関する要望などがあった。

【設問】】前問について，特筆すべき内容を教えてください。

●道路整備に対する特筆すべき内容
（良くなった点）

意見件数

●道路整備に対する特筆すべき内容（要望）

意見件数

＜幹線道路＞

＜地区内道路（生活道路・狭あい道路）＞

＜京王線地下化後に整備した道路＞

京王線地下化後に
整備した道路

地区内道路
（生活道路・狭あい道路）

地区内道路
（生活道路・狭あい道路）

③いただいた主なご意見

幹線道路

各分野の
意見詳細

＜京王線地下化後に整備した道路＞
幹線道路

京王線地下化後に
整備した道路

各分野の
意見詳細

33



 自転車走行空間に関する内容やマナーに関する意見が多かった。

【設問】普段，自転車を利用する際に感じること，自転車利用者に対して感じることを教え
てください。

34

自転車走行空間
に関する内容

マナーに関する内容

駐輪場等に関する内容

その他

（n=81件）

③いただいた主なご意見

(件)
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 市内の道路を日常的に利用する「主な目的」は日常的な買い物，通勤・通学が多く，「主
な移動手段」は徒歩が最も多く，次いで自転車が多い結果となった。

 自動車の運転頻度は，ほとんどないが最も多かった。

 みちの井戸端会議開催の情報源は，現地で知った・現地の呼び込みが最も多かった。

●市内の道路を日常的に利用する「主な目的」 ●市内の道路を日常的に利用する「主な移動手段」

基礎情報

●自動車の運転頻度 ●みちの井戸端会議の開催の情報源

③いただいた主なご意見
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参考資料



参考2-1 みちの井戸端会議の開催の様子

37※会場で展示していたパネル内容は以下に掲載（https://www.city.chofu.lg.jp/documents/14645/paneler7526.pdf）

鉄道敷地跡パークレットでの実施状況 商業施設（キテラタウン調布）での実施状況

駅前広場（つつじヶ丘駅）での実施状況駅前広場（仙川駅）での実施状況


